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Ⅱ プログラムの企画立案について 
  

  当自然の家では、利用者の皆様が主役です。どうすれば目的が達成できるか、自然の家でどんなこと

をしたいかを十分に検討したうえで計画を立ててください。自然の家の職員もできるかぎりのお手伝い

をいたします。 

 

１ プログラムとは 

  「プログラム」とは、目的を達成するために、「活動」（活動プログラム・アクティビティ）を効

果的に組み合わせたもの（施設における活動日程全体）のことです。指導方法も含めて考える場合

もあります。 

 

２ プログラム企画立案のポイント 

 （１）目的を明確にする 

この施設での活動を通して、子どもたちにどんな体験をさせたいですか？どんな力をつけさ

せたいですか？さらに子どもたちのどのような変容を期待しますか？プログラムを企画する方

の想いや何を重視するかを意識し、目的を絞り込むことが大切です。 

 

 （２）目的達成のための「活動」を選択し、「指導方法」を検討する 

目的達成のために効果的な活動を選択し、全体の活動日程を組み立てます。（「活動内容一覧」

→別冊の資料編Ｐ３～を参考にしてください。）また、同じ活動でも目的によって指導方法が異

なります。目的に応じた指導方法を検討しましょう。 

 

（３）発達段階に応じた「ゆとり」のある時間配分を考える 

失敗や試行錯誤する時間を持たせるなど、子どもたちの主体的な学びを支援するためにも、

発達段階に応じた「ゆとり」のある時間配分が大切です。目的達成のために効果的な活動の数

を考え、安全で充実した自然体験活動や生活体験活動を実現させましょう。 

 

（４）万全の安全対策を 

子どもたちの経験や発達段階を踏まえ、無理のない活動プログラムを選択しましょう。また、

自然環境や気象条件の把握に努め、下見の実施や役割分担を明確にするなど、安全対策には万

全の体制で臨みましょう。 

＜例＞  

   起床         昼食          夕食        就寝 

   朝食   

 

＜活動＞ 
カッター 

＜活動＞ 
ふりかえり 

＜活動＞ 
ハイキング 
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  ５ 

３ 活動プログラム一覧 

 当自然の家では、下記の活動プログラムが実施できます。 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

森の活動 

 

海の活動 

 

クラフト活動 

 

室内活動 

 

その他 

 

総合的な学習に

関する活動 

 
●カッター●スノーケリング●シーカヤック 

●水泳●磯釣り●磯観察●磯あそび 

●ボート●グラスボート●カヌー●大だらい 

●組立式いかだ 

●オリエンテーリング●トビーの森の探検隊 

●リングリングゴルフ●グリーンウォッチング 

●ハイキング●ナイトハイキング 

●漁り火のつどい（キャンプファイヤー） 

●野外炊飯●ハンティングゲーム 

●森の宿泊体験●テント泊体験 

●うるしダルマ ●若狭塗り箸 

●若狭めのう ●ストーンペインティング 

●焼き板工作●プラホビー●木のアクセサリー 

●竹トンボ●紙皿クラフト・松笠クラフト 

●簡単押し花●貝殻ろうそく 

●トビーの思い出万華鏡●葉っぱの押し絵 

●草木染め●モビール作り●木の葉の皿作り 

 

●海藻標本作り●塩作り●木の実の標本作り 

●はがき作り●海水を使ったうどん作り 

●海水を使った豆腐作り●雨水の酸性度しらべ 

●プランクトン観察 

●ビーチコーミング 

 

●キャンドルサービス●スルーリングラリー 

●ニュースポーツ（インディアカ・フリーテニスなど） 

●室内スポーツ（バレーボール・ドッジボール・ 

卓球・縄跳び・大縄跳び・綱引き・バドミントン・ 

バスケットボール・室内運動会） 

 

●もちつき●伝承遊び 

●奉仕活動●ビデオ鑑賞 
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